遺書』 とに 区別して、 全体に 『心』 とい ふ 見出し を 付 

けても 差 支ない やうに 思った ので、 題 は 元の 儘に 

して 置いた。 た y 中味 を 上中下に 仕切った 丈が、 新聞 

に 出た 時との 相違で ある。 

装幀の 事 は 今迄 専門家に ばかり 依頼して ゐ たの だが、 

今度 はふと した 動機から 自分で 遣って 見る 気にな つ て、 

箱、 表紙、 見返し、 扉 及び 奥附の 模様 及び 題字、 朱印、 

〔ことごと〕 

検印と もに、 悉 く 自分で 考案して 自分で 描いた。 

木版の 刻 は 伊上 凡骨 氏 を 煩 はした。 夫から 校正に は 

岩波 茂 雄 君の 手 を 借りた。 両 君の 好意 を 感謝す る。 

大正 三年 九月 



底本 ： 「漱石 全集 第 十六 巻」 岩波 書店 

1995 (平成 7) 年 4 月 S 日 発行 

底本の 親 本 ： 「心」 岩波 書店 

1914 (大正 3) 年 9 月^日 

※もとの 表題 は 「序」。 作品の 表題 「『心』 自序」 は、 

底本 編集部に よる。 

※ルビのう ち 亀甲 かっこ 〔〕 付きの もの は 底本 編集部 

による もので、 現代 仮名遣い である。 

〔さしつかえ〕 

(例) 差 支 

入力 ： 砂場 清隆 

校正 " 小 林繁雄 



2 3年3月^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



